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※後述の「当資料のお取り扱いにおけるご注意」をよくお読みください。 

 

＜今後は、金融市場は不透明感がくすぶり続ける NAFTA 再交渉の行方に注目。＞

今後、メキシコの金融市場に影響を与える材料として

は、NAFTA（北米自由貿易協定）の再交渉およびメキシ

コ政府の構造改革などが挙げられます。 

NAFTA の再交渉は 8 月以降の開始が予定されており、

その目的は 1994 年に発効した NAFTA を時代の変化に

対応した内容に見直すことを目指すものとされています。

メキシコにとって最大の輸出相手国である米国がすでに

保護主義的な姿勢を強めていることから、交渉次第では

メキシコの輸出産業が打撃を受けかねないほか、メキシ

コへの進出を検討している海外企業の直接投資が停滞

する恐れがあり、その動向には注視していく必要がある

と考えています。 

一方、メキシコ政府は原油依存からの脱却をめざす構

造改革に取り組んでいます。中でも重要なエネルギー改

革において、6 月に発表された油田入札の結果では、参

加する民間企業が多く、メキシコのエネルギー産業のさ

らなる発展の可能性が高いことが示されています。 

 

為替市場においては、NAFTA 再交渉への不透明感

はくすぶり続けると考えられます。状況によりメキシコ・ペ

ソの下落につながる局面があったとしても、メキシコ・ペソ

安が輸入物価の上昇につながることを懸念しているメキ

シコ銀行による為替介入などにより、市場の安定化が図

られるものとみています。2016 年 11 月の米国大統領選

挙以降、トランプ大統領が示したメキシコに対する政策

を背景にメキシコ・ペソは対米ドルで急落したものの、足

元では買い戻しの動きが継続しています。 

債券市場においては、NAFTA 再交渉の進展に伴うメ

キシコ・ペソの動向や、メキシコ銀行の政策金利に対す

る姿勢に左右されるものとみています。 

株式市場においては、NAFTA 再交渉の行方次第と

いう面はありますが、メキシコ政府の構造改革により、経

済成長や財政の健全化を通じた信用力の向上も期待で

き、堅調に推移するとみています。特に好調な企業業績

を背景に株式市場の上昇トレンドは継続することが期待

されます。 

 
《対内直接投資の推移》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《為替の推移》 
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当資料のお取り扱いにおけるご注意 

■当資料は、ファンドの状況や関連する情報等をお知らせするために大和投資信託により作成されたものであり、勧誘を目的としたものではありません。■当資料は、各種

の信頼できると考えられる情報源から作成していますが、その正確性・完全性が保証されているものではありません。■当資料の中で記載されている内容、数値、図表、意

見等は当資料作成時点のものであり、将来の成果を示唆・保証するものではなく、また今後予告なく変更されることがあります。■当資料中における運用実績等は、過去の

実績および結果を示したものであり、将来の成果を示唆・保証するものではありません。■当資料の中で個別企業名が記載されている場合、それらはあくまでも参考のため

に掲載したものであり、各企業の推奨を目的とするものではありません。また、ファンドに今後組み入れることを、示唆・保証するものではありません。 

販売会社等についてのお問い合わせ⇒大和投資信託 フリーダイヤル 0120-106212（営業日の 9:00～17:00） HP http://www.daiwa-am.co.jp/ 

 

 

 

  

＜ご参考＞当社の関連リサーチ 

 
下記のリサーチでは、直近のメキシコに関するテーマやその背景などをお伝えしています。 

 

メキシコ中央銀行は政策金利を引き上げ～物価上昇への対応が続く～（2017 年 5 月 19 日） 

 http://www.daiwa-am.co.jp/market/html_ml/ML20170519_3.html 

 

メキシコは米国に追随して利上げを実施 経済の先行きには楽観的な見方も （2017 年 3 月 31 日） 

 http://www.daiwa-am.co.jp/market/html_ml/ML20170331_1.html 

  

メキシコが連続利上げ ～米国の政策と直接投資の停滞がメキシコ・ペソの懸念材料だが、構造改革が下支え～  （2017 年 2 月 13 日） 

 http://www.daiwa-am.co.jp/market/html_ml/ML20170213_2.html  
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